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修士論文要旨
１．研究の背景
　欧米の文化背景の中で発展してきたソーシャルワーカー
専門職制度の模倣でいいのかは東アジア各国が共通して抱
いている問題意識である。基本的人権が尊重されることで
初めて機能するソーシャルワークという基盤は国際的にも
同一ではあることを前提に置きながらも、それぞれの国に
合わせた制度が必要である。欧米でも医療ソーシャルワー
カ （ー以下MSWよする）と医療職種との連携は、効果的な
機能を果たすために重要なものとされている。が、欧米とは
その文化・歴史が異なる日本を始めとする東アジア各国で
は、矛盾の中で、新たな連携システムを構築する必要がある。
　そこで、広く俯瞰的に東アジア各国のMSWの専門職制
度に焦点をあて、その歴史的背景を解明し、特徴的なとこ
ろと、先駆的なところ、あるいは制度的な課題を検討する
ことが重要だと考える。そのため、比較研究の対象を日本
との共通点の多い、東アジア（中国・韓国）の２か国とする。
２．目的
　本研究では、東アジア３か国のMSW制度の現状を明ら
かにしたうえで、３か国比較を通じて望ましいMSW専門
職制度のあり方を明らかにすることを目的とする。本研究
では、東アジア型のMSWの確立を展望して、その具体的
モデルを提示することを展望したい。
３．研究の方法
　各国の都市部にあるベッドを500床程度有している急性期
総合病院に勤務しているMSWを研究の対象者とする。各国
で２名を対象者とし、１人につき１時間程度の半構造化面接
を行った。対象者は管理職の立場にあり経験年数15年以上の
MSW １名と現場で主に臨床で働いているMSW １名とした。
　なお、研究方法についてはまずKJ法を用い、カット・ア
ンド・ペーストの作業を行った。断片化されたデータを
コード化したうえで、さらにカテゴリーに集約し、カテゴ
リー間の連関図を作成し、全体を鳥瞰しつつ、各国のMSW
の専門職制度についての比較分析を行った。
４．結果
　インタビューから７つのカテゴリーが検出された。それら
をそれぞれ３か国間での比較を行いそれぞれ明らかとなった。
①業務内容・MSWの役割
　SWの共通した役割は第一には相談援助業務であり、第
二に権利擁護、第三に資源開発・ネットワークの開発が上
げられる。
②配置
　共通して、病院内での人数の少なさを感じていることが明
らかとなった。日本では特に急性期病院でのMSWの配置がか
なり少ない。その改善のため、制度的な位置づけが必要である。
③教育・研修
　どの国においても実践的な研修が行われていないことが明
らかとなった。多様な研修を受けられる体制作りが必要だろう。
④資格制度
　３か国ともMSW独自の資格は国家資格化されていない。
しかし、日本、韓国は認定資格がある。だが、社会福祉士、
社会工作士の資格を持っていることが条件であることは共
通している。
⑤MSWの文化
　東アジアにおいてソーシャルワークの専門性は舶来品で
ある。MSWが社会に根付いた背景も大きく違う。そのため、
それぞれの国で自国に合わせて自然と発展してきたといえる。
⑥課題
　質を保つ人材育成は大切だが、質を保ちながら数を増や
していくという矛盾は３か国共通の課題である。
⑦待遇
　３か国とも共通するのが認知度の低さであるが、国の制
度、制度が大きく異なっているため、MSWの病院内での
待遇も大きく異なっている。
５．東アジア型モデルに向けての考察
　互換性のある制度を作るにあたって、東アジアの特徴を
踏まえた方法論の構築案を３点あげる。
　第１に家族療法に関しての教育、研修である。アジアと
欧米では家族概念が相違する。家族全体をサポートするた
めの家族療法の考え方、方法論は東アジアにも適応できる。
　第２にアメリカとは違う曖昧な感情を持った患者の答え
を導き出す面接技術である。３か国で独自に個々の国で
行ってはいるが、互換性があるものではないかと考える。し
かし、そのニーズを引き出す方法論の構築には時間がかか
る。人材も必要であるため、そういった制度づくり、そし
て教育を協力して整えていくことがまず必要である。
　そして、第３にコミュニティソーシャルワークの方法論
の教育がある。公助の在り方も共同体の在り方によってか
なり相違する。東アジアでは個人の意思決定に家族もコ
ミュニティの文化もかなり影響する。今後のコミュニティ
ソーシャルワークの一分野として地域医療が機能すること
が期待されている日本では、その要としてMSWがコミュ
ニティソーシャルワークの方法論も学ぶ必要があることが
考えられた。
　この３点が東アジアモデルを作っていくための要素だと
いえる。今でこそ３か国の社会情勢が悪いが、共通点の多
い国同士共に発展していく意識を持ち、交流や意見交換が
必要である。お互い近隣諸国であり共に東アジアの先進諸
国である地域で新たなMSWの形を生むことが、今後経済
発展をする近隣諸国のモデルとなることが、アジア発展に
も繋がるはずだ。
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